
 

研究交流計画の目標・概要 

［研究交流目標］交流期間（最長５年間）を通じての目標を記入してください。実施計画の基本となります。 

（自立的で継続的な国際研究交流拠点の構築と次世代の中核を担う若手研究者の育成の観点からご記入くだ 

さい。） 

 

電子の電荷だけでなくスピンの性質を積極的に利用したスピントロニクス(スピン＋エレクトロニクス)分

野では、スピン情報を含む電子と磁場、電場、光、熱などの多様な応答についての基礎研究が盛んに行われ

てきた。また、スピン情報をもつ電子の“縦型”トンネル現象を利用してメモリ/センサへの実用化に成功し

た。二次元物質は高い移動度を示し、光、電場、電磁波と高い応答性を有しており、二次元の“横型”方向

の新規物性が次々に報告されている。本研究は、スピントロニクスの縦型技術を二次元物質と融合させるこ

とにより、幾幾何学的な対称性を転換し、新しい基礎物理現象を発掘すると共に、縦型構造による高集積化技

術を用いた高度不揮発性集積回路および神経細胞(生体)信号の検出へ発展させることを目標とする。 

スピントロニクス分野の研究開発は日本が世界をリードしており、実用化の技術レベルは高い。一方、二

次元物質の研究は、ヨーロッパ域内で盛んに行われており、なかでも英仏は二次元物質を用いたエレクトロ

ニクスを牽引してきた歴史がある。この地域に特色のある 2 つの異なる分野の融合により、新領域を構築す

るためには、日欧間の強力な国際連携が必要となる。両分野ともに、最近の 10 年において大きく成長してき

た分野であり、学術論文の数/質は共に他分野に比べて急激に成長している状況にある。その結果として若手

研究者が多く集まり、活躍する土壌ができている。そして、いまが成熟期の 2 つの分野の若手研究者が国際

連携を通して幾何学的な対称性の転換をキーワードとして新たに育成されていく好機であり、さらに高いレ

ベルの研究を遂行することが期待される。また、若手研究者が時間の経過と共に中堅研究者となり、独立し

ていくプロセスのなかで、研究室主催者の立場として次世代の中核を担うことも期待される。このように、

日本が世界トップレベルのスピントロニクス分野と欧州が得意とする二次元物質の 2 分野を日欧連携により

融合し、若手を主体とした国際共同研究の拠点を形成する。 

 

［研究交流計画の概要］我が国と交流相手国の拠点同士の協力関係に基づく多国間双方向交流として、どの

ように①共同研究、②セミナー、③研究者交流を効果的に組み合わせて実施するか、研究交流計画の概要を

記入してください。 
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[実施体制概念図] 本事業による経費支給期間（最長５年間）終了時までに構築する国際研究交流ネットワ

ークの概念図を描いてください。  
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